







トを 5 つに絞って調査した。そして 5 つの教材を用いた体育授業を行うことによって、子ど
もたちが投能力向上のためのポイントを理解し、正しい投動作を身につけること、放物線を
描くような投射角のイメージを明確に持つことを目標とすることを確認した。





































































































































































その分析結果として、S 県 S 市立 N 小学校の２年生の１クラスでは、31 名中 17
名（54.8 ％）が低めあるいは直線状に向かってボールを投射していた。また、別
の S 県 S 市立 N 小学校では 2 年生 154 名中 68 名（44.1%）、4 年生 189 名中 87
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